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にぎわいに満ちたアー特
集

　本誌前号で「民による新しい大宮のまちづくり」と題して，大宮駅東口開発
に市民として積極的に提言している OEC（一般社団法人大宮駅東口協議会）の
活動をお知らせした．その OEC の久世会長から「ぜひ，会ってみてください」
と紹介されたのが加藤久美子さんだった．加藤さんは自身が生まれ育った大宮
のまちづくりに市民参加の文化を根づかせたいと，長く活動を続けてきた．
　そして今は，OEC の活動に参加しつつ，おおみやコミュニティの “ わ ” 女性
の会（通称“ わ ” の会）を立ち上げて活動している．新しいまちづくりとともに，
大宮ならではの文化の熟成を目指す加藤さんたちの活動をご紹介したい．

加藤久美子さん
（おおみやコミュニティの“わ”女性の会代表）

　
音楽でまちににぎわいを！

　“ わ ” の会の代表である加藤久美子さん
は，大宮小学校の PTA や公民館活動，生協

の役員などの活動を通して，大宮で生活する女性たちと地道な活動を続けてい
る．阪神淡路大震災の時は生協活動の中で1,000万円に及ぶカンパを集める仕
組み作りや現地への支援，生涯学習総合センター公募事業で実施した「もっと
緑と水と風」の環境学習，ごみ袋を透明化する行政方針に市民提案して実現し
た「半透明ごみ袋」の導入など，その時々の地域の人たちの声に合わせてたゆ
まない社会貢献活動を続けてきた．
　そして2004（平成16）年，せせらぎコンサートと出会ったのだ．せせらぎコ
ンサートは，桜木中学校の吹奏楽部がまちなかで演奏するコンサートとして，
1993（平成５）年から桜木中学校と桜木公民館の共催で始まった．公民館と学校
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トフルなまちを創ろう！
が協力し，まちなかコンサートを企画することは当時としては画期的だったが，
一中学校と公民館の二者共催には限界もあった．そして，2004（平成16）年の
100回記念を契機に，更なる発展に向けて，市民活動で活躍していた加藤さんは
じめ広く市民に開かれた実行委員会形式となった．そしてせせらぎコンサート
市民企画委員会と生涯学習総合センターが活動を引継ぐ形式となり，より市民
全体を意識した「音楽でまちににぎわいを！」をコンセプトに掲げ再出発する．
　こうして次第にさいたま市内の小中学校のブラスバンドや吹奏楽部はじめさ
まざまな音楽愛好団体が加わり，演奏するようになっていった．2012（平成24）
年12月８日には135回せせらぎコンサートが開催され，毎回1,000人以上を集客
するコンサートへと成長している．これまで公共施設のホールなどで開催され
てきたアマチュア音楽団体の演奏会を，市民が支え，育て，まちのにぎわいの中
へと発展させた加藤久美子さんらの活動は，新しい文化とまちづくりへの，確
かな可能性を感じさせる．

アートフルゆめ（希望）まつりへの飛躍

　この市民による音楽を通じてのまちづくりの理念は，毎年４月に大宮駅東口
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を拠点に盛大に行われる，アートフルゆめ（希望）まつりへと結実していった．
アートフルゆめ（希望）まつりでは，音楽を演奏する人も，聞くのが好きな人も
多くの市民が参加して楽しめるお祭りとして，音楽･ アートとまちのにぎわい
が互いに高めあう循環を創ろうという，せせらぎコンサートのコンセプトが
ベースとなって企画されている．会長は OEC の久世さんで，文化とまちづくり
は音楽･ アートという素敵な媒体を得て，文化が育まれ，まちづくりにつなが
り見事なコラボレーションが生まれている．そこではジャンル，年代，立場を超
えたお祭りとして，まちのあちこちで音楽が演奏され， “ まちのにぎわいの中
にある音楽やアート ” を楽しむことができる．

　そして加藤久美子さんは，2010（平成22）
年から４年間，大宮区区民会議（さいたま市
の政令指定都市移行に伴い誕生した，公募
委員や諸団体による諮問機関．市民と行政
をつなぐ役割を担っている）の会長をつと
め，区民フォーラムを開催するなど，今や市
民によるまちづくりを推進させるキーパー
ソンとなっている．

百祭復興プロジェクト

　“ わ ” の会では毎月例会を開き，勉強会を行っている．会のメンバーは加藤久
美子さんを中心として，お子さんが大宮小学校に通っていた時代からのお母さ
ん友だち，また現役大宮小学校PTA の若いお母さんたちも加わって，終始和や
かな雰囲気で進められる．2012（平成24）年12月定例会の講師は，加藤久美子
さんのご夫君，加藤種男さんのお話だった．
　加藤種男さんはアサヒビール芸術文化財団顧問として，企業による社会貢献
を推進し，日本の文化のあり方を市民の側から変えようと NPO の環境整備に
も取り組んでいる．平成20年度には芸術選奨を受賞され，現在は公益社団法人
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企業メセナ協議会の専務理事として，日本中，世界中を飛び回って，市民による
文化芸術活動への支援を展開している．
　加藤さんは東日本大震災への支援で「百祭復興プロジェクト」を立ち上げ，
東北のお祭りの復興を支援している．なぜお祭りなのか．そこには芸術に対す
る深い洞察と時代のうねりがあるようだ．
　従来のアートは，１人の天才が創った絵画やアートを大勢の人が鑑賞すると
いうものだったが，アートに対する人々の意識は時代的，革新的変化が起きて
いて，皆で創り，参加して楽しむように変化してきている．そういう意味でお祭
りはアートであり，唯一想定される見学者である神様のために，生活の祈りを
込めて古くから引き継がれてきた文化として，生活に根づいている．だからお
祭りは復興に必ず必要で，人はアートなしでは生きていけないと，加藤さんは
言う．
　翻って私たちやどかりの里が活動している，大宮，見沼地域に思いを馳せれ
ば，そこには見沼田んぼを守る人々や，加藤久美子さん，久世さんら自分の生活
するまちの将来を真剣に考え行動している方々がいる．そんな方々と，やどか
りの里で働くメンバーや職員もいっしょに，アートフルゆめ（希望）まつりにも
参加して，自分たちが活動するまちの活動や文化に貢献していこう，と思った．

　大宮は東日本の玄関口としての巨大ターミナルの喧騒と，市民の祈りの場と
しての氷川神社が隣接している．そして，そこに加藤さんや久世さんのように，
地元で暮らし，文化を育み，将来ビジョンを考えるという市民自らが活動する
ことを厭わない人たちがいることが，何よりの財産なのだ．東口の再開発とい
うビッグプロジェクトと，アートフルな文化はどのように発展し，成熟してい
けるのか，追いかけていきたい．　　　　　　　　　　　　　（記　野田　妙子）

インフォメーション
音とアートで つながる 希望（ゆめ）のまち 「おおみや」
2013年4月21日（日）　アートフルゆめ（希望）まつり開催．http://www.aymo.jp/index.html
11：30～12：00　大宮区役所前にてやどかりの里も参加します！

特集　にぎわいに満ちたアートフルなまちを創ろう！
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ここ見沼の地には，地域で顔の見
えるつながりを大切に活動を続
けておられる方たちがいます．農
業者，そして高齢期の暮らしを支
える視点からお話を伺いました．

よみさんぽ日誌

農あるまちづくりを目指して
丸山　文隆さん（オーガニック・ハーベスト丸山）

　江戸時代から続く，広大な農地「見沼田圃」．今では，農業を営む人，森や水辺
の環境を守る人，スポーツや文化・歴史にいそしむ人々など，さまざまな活動
がおりなす，世界最大級の都市内緑地だ．
　この見沼田圃で，不耕作地を復元し，大規模農業を営む「オーガニック・ハー
ベスト丸山」の丸山文隆さん．
　ご実家も農業を営む丸山さんは，明治大学の農学部を卒業．市のみどり推進
課勤務時代には「さいたま市緑の基本計画」作成に従事した．そして６年程前
に「農あるまちづくり」の実現を目指し役所を退職，見沼区蓮沼にて本格的に
農業を開始した．「大規模化していかないとこれからの農業は難しい」そう語
る丸山さんは，今では５人の従業員とともに10ヘクタールもの農地で作物を育
て，百貨店，スーパー，ホテル，レストランなどから注文が殺到するほど市内で
は有名な農業経営者だ．この地で農業を産業として確立しているお１人である．
また「地産地消で地域経済を活性化し，コミュニティの発展を図ることがコン
セプト」という丸山さん．同じ農家出身の奥様とともに，子どもたちが土に触
れ合う機会をつくりたいと，収穫体験も行っている． 
　また「この蓮沼の気候を安定させている自負がある」と語るように，生産緑
地である丸山さんの畑は，快適な酸素の供給，適度な湿度を保つなど環境面で
の貢献も大きい．雄大な見沼の地の恩恵を感謝しつつ，農家としての誇りを胸
に，農業に携わる熱意ある姿が印象的だった．

オーガニック・ハーベスト丸山
TEL　048－687－0140
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地域で支え合う仕組みをつくりたい
嘉成　勝子さん（みぬまで暮らす会　代表）
長沼　和子さん（みぬまで暮らす会　世話人）

　東武野田線大和田駅から線路沿いの通りを歩くと，「共助の家　みぬまハウ
ス・大和田」がある．2010（平成 22）年に設立された NPO 法人「みぬまで暮
らす会」の活動場所だ．そこで嘉成勝子さん，長沼和子さんにお話を伺った．
　もともと東京生まれの嘉成さんと長沼さん．見沼の地に越して約 20 年が経
つ．お２人は今から５年程前，「さいたま市見沼区介護・福祉マップ」作成に
あたり，高齢者施設や介護保険サービス事業所を訪問し，実態調査を行った．
しかし，介護保険法改正で，送迎サービスの停止や事業所の閉鎖等の事態に直
面．年を重ねていった時に自分たちはここで暮らしていけるのか……そんな不
安が襲ったという．そこで「年をとっても安心して暮らせる地域の実現」を目
指し，長沼さんの事務所を開放．毎回ゲストを呼び，高齢期の暮らしに必要な
話を聞こうと「ランチの会」を実施した．大和田に拠点を移してからは，コミュ
ニティカフェへと様相を変え，周知するために何千枚ものチラシをポスティン
グしながら活動を続けてきた．今では野菜市や手芸・絵手紙などのくらぶ活動，
各種講座など催しも行われている．
　また介護保険だけでは支えきれない高齢者の暮らしを手助けする，生活支援
サービスも実施している．会員向けのこのサービスには，地域で共助，互助の
仕組みをつくりたいという強い思いが込められている．
　現行制度では支えきれない人たちの存在．しかし，地域で暮らさざるを得な
い現状から「地域で互いに助け合いながら生きる仕組み」をつくろうと始まっ
た活動．地域で暮らす人たちの，幸せを願う
思いが根底にあった．　　　（記　萩﨑　千鶴）

みぬまハウス・大和田
〒 337－0053　
さいたま市見沼区大和田町 2－1288－4
TEL/FAX 048－796－0295
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やどかりの里の仲間たち・３

私にとっての援護寮

野沢　俊明さん（42歳）

　やどかりの里援護寮に来てから１
年半になります．病院の担当者に紹
介され，最初は退院の道が他にな
かったので，仕方なしに来たという
かたちでした．でも，スタッフにも
恵まれ，楽しい毎日を送るようにな
りました．みんなでバーベキューを
したりカラオケに行ったりと，よく
遊んだことが思い出に残っていま
す．援護寮は生活自立訓練施設なの
で，遊ぶだけではなく，朝食づくり
等で料理も覚えました．今では簡単
な料理が多少できるようになりまし
た．現在は，一般就労を目指して，援
護寮に入所しながらエンジュ（障害
のある人が働く宅配弁当屋）で週に
５日間働いています．職員の方が丁
寧に仕事を教えてくれるので，楽し
く働けています．最初は仕方がない
という気持ちで来た援護寮も，今で
は来て良かったと思います．

信頼できる仲間たちと仕
事ができる「今」に感謝．
中林　能昭さん（34歳）

　情報館で働き始め１年になります．
以前は IT 企業でパソコンやサーバー
の障害対応業務をしていましたが，人
間関係のトラブルにより体調を崩し
入院，失職．就職活動中，通院先の病
院からやどかりの里を紹介されまし
た．仕事がしたい！の一心で情報館
に来ましたが，私は環境の変化に弱
く，対人関係を築くのも苦手です．周
囲に馴染めず，幾度も辞めようと考
えました．しかし，それを救ってく
れたのも人間関係でした．同僚たち
の障がいを抱えながら仕事を続ける
苦労話などに共感したり，彼らの親切
な姿に数多く励まされ，支えられてき
ました．そのお陰で組版業務から編
集会議への参加等，仕事の幅も広がり
ました．理想の仕事をしながらの「信
頼できる仲間づくり」が実践できて
います．頼もしい同僚たちに感謝し，
ともに前を向き頑張っています．
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　今回は氷川神社で開催された十
と お か ま ち

日市を散策し
ました．日本でも指折りの古社であり，大宮の
地名の由来ともなった氷川神社．その佇まいに
悠久の歴史を感じます．日中でもかなりの人出
ですが，十日市の醍醐味は夜．身動きがとれな
いほどの人混みです． 

　参道には縁起物の熊手や神棚などを売
る店がびっしりと並びます．福や徳をか
き集める，鷲づかむという意味があるの
だそうです．私たちも小さい熊手を購入．
威勢よく手締めをしていただきました．
熊手は大小さまざまなものが売られてい
て，年々大きい熊手にしていくものなの
だそう．縁起物なんですね．

　参道に立ち並ぶ露店の数々……右の写真は生
きているクチボソです．煮付けてお正月のおせ
ちにするんだそうです．ピチピチとイキのいい
お魚たちが，同じ方向を向いて泳いでいるのが
可愛らしかったです．
　右下の写真では鯉をさばいています．東北出
身の私にとっては初めての光景……ものすごい
人だかりでした．
　開発が進み都会の雰囲気を感じさせる大宮駅周
辺．でも少し足をのばせば，その土地に暮らす人々
の息づかいが聞こえてきました．　（記　堤　若菜）

旧中山道から武蔵一宮
氷川神社までをつなぐ
氷川参道．このコー
ナーでは氷川参道を散
策して出会った大宮の
魅力をご紹介します．

参道マップ
～氷川参道をぶらり散策～
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あなたの街のやどかりさん
すてあーず
お客さまとのつながりを大切に
　

ドリームカンパニーとアトリエなす花
　やどかりの里で毎年開催している大バザーの際，やどかりの里を応援してく
ださる近隣のみならず，全国の皆さんからご寄付いただく品物を無駄にしない
ようにと，1992（平成４）年に見沼区南中野の地に店舗を構え，リサイクルショッ
プ「ドリームカンパニー」が誕生しました．アトリエなす花は，1993（平成５）
年にドリームカンパニーの作業の１つとして行っていた手づくり品の製作が独
立し，活動を開始．革工芸を中心に，お客さまに喜んでもらえる，質の良い製品
づくりをモットーに活動していました．
　ドリームカンパニーとアトリエなす花が現在地（見沼区南中野）に移転した
のが，2005（平成17）年夏．そして，2012（平成24）年１月，２事業所を統合し，

「すてあーず」が誕生しました．

「すてあーず」って？
　「すてあーず」は，JR 大宮駅東口からのバス通りに面した黄色の２階建ての
建物，「イエローハウス」で営業しています．「すてあーず」という名には，私
たちの思いがたくさん込められています．すてあーずは英語の「stair」（階段）
からつけました．１つ目の意味は，１階のリサイクルショップ「ドリームカン
パニー」と２階の手づくり工房「アトリエなす花」という２つの場所が階段で
つながっているように，２か所をしっかりとつなぎたいという思い．２つ目は，
階段を上るように，一歩一歩目標に向かって進めるようにという思い．そして
３つ目は，私たちと地域のお客さまがしっかりとつながるようにという思いを
込めました．すてあーずの名前負けしないための歩みは，もちろん現在進行中
です！

第４回　
すてあーずは，リサイクルショップを運営するドリームカンパニーと，手づく
り品の製作を行うアトリエなす花という２つの小規模作業所が統合し，2012
年１月に新たなスタートを切りました．１階でリサイクルショップ，２階で
エプロン・白衣などの布製品や革小物のオーダーメイド製作を行っています．
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あなたの街のやどかりさん
すてあーず
お客さまとのつながりを大切に
　

第４回　
すてあーずは，リサイクルショップを運営するドリームカンパニーと，手づく
り品の製作を行うアトリエなす花という２つの小規模作業所が統合し，2012
年１月に新たなスタートを切りました．１階でリサイクルショップ，２階で
エプロン・白衣などの布製品や革小物のオーダーメイド製作を行っています．

お客さまとの縁を大切に
　すてあーずは，ご家庭で不用なものをご寄付いただいたり，ご来店いただい
たりと地域の皆さんに支えられながら活動してきました．支えられるばかりで
なく，私たちも皆さんのお役に立てるようなお店になりたい……という思いで
活動していますが，まだまだ力及ばず，奮闘中です．でも，「掘り出し物がない
かと思って，なんとなく立ち寄っちゃうのよね」「お店の人とのおしゃべりが楽
しみ」「ここは私のリフレッシュ場所なの」……そんなお客さまの声に元気をい
ただいています．おかげさまで，常連のお客さまも増えています．
　２階の工房では，エプロン・白衣といったユニフォーム製作だけでなく，通園・
通学バッグなどの布製品や名刺入れ，小銭入れなどの革製品のオーダーメイド
製作も行っています．年が明けたら，いよいよ進学・進級シーズン突入です．ぜ
ひ，ご活用ください！
　１人１人のお客さまに丁寧に対応させていただきながら，お客さまとの縁，
つながりを大切にすることが，今，すてあーずにできることだと思っています．
皆さんのご来店，心よりお待ちしています．　　　　　　　　（記　宗野　文）

ヨークマート大宮南中野店のすぐ近く，JAさいたま片柳店の右隣です．

すてあーず
〒 337 － 0042
さいたま市見沼区南中野 844 － 22　イエローハウス
Tel　048 － 688 － 8223

通園・通学グッズ（縫製料のみの場合）400円～
オーダーメイドエプロンも2,000円から承ります！ 詳し
くは上記までご連絡ください．
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「教 養」「教 育」な ら ぬ，
「今

きょうよう

日用」「今
きょういく

日行」を大切に
後藤富美子さん

インタビュー
つながる

やどかりの里との縁
　やどかりの里との出会いは，かれ
これ30年くらい前．私が自動車教習
所に通っている時，やどかりの里の
バザーのチラシを見たのがきっか
けでした．まだ子どもが小さかった
ので，子どもを遊ばせるつもりでバ
ザーに足を運ぶようになりました．
その後，出入りのクリーニング屋さ
んが「不 用 品はやどかりの里のバ
ザーに持って行ってあげるよ」と声
をかけてくれて，寄付をしたことも
ありました．寄付といっても，家の
中の整理ができるなあという感覚で
したけれど……．近くにドリームカ
ンパニーができてからは，お客さん
として買い物に行っていました． 
　３年くらい前，ドリームカンパニー
でお客さんを対象にやっていたアン
ケートに答えたら，後日職員の人か
ら「作業を手伝ってくれませんか？」

と連絡がありました．アンケート項
目の「得意なことは何か」という問
いに，革工芸と答えていたのが目に
留まったようです．今は革工芸を中
心に，ボランティアとしてお手伝い
しています．
　私自身は，見沼ファーム21や青少
年育成のお手伝いをするクラブ，映
画や演劇の鑑賞会などに参加してい
るのですが，そこで出会った人もや
どかりの里に関わっていたりして，
なんとなく縁を感じています．

やどかりの里に関わって
　正直，やどかりの里が何をしてい
るところなのか，どんな人が来てい
るのかなど，ほとんど知りませんで
した．長くこの街で暮らしています
が，知る機会がありませんでした．
すてあーずに関わるようになってか
ら，やどかりの里が精神障害のある
人たちの支援をしていて，お弁当屋
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さんやおまんじゅう屋さんなど，い
ろいろな事業をやっていることを知
りました．最初は，障害のある人た
ちにどう話しかけたらいいのか，傷
つけてしまわないかといった不安が
ありました．でも，実際に付き合っ
てみて，特別な人ではなく，普通に
付き合っていけばいいんだなと思
えるようになりました．やどかりの
里が，もっと地域に目や足を向けて
活動して，やどかりの里のこと，障
害のある人のことなど，多くの人に
知ってもらって，地域とのいい循環
が生まれたらいいなあと思います．

私が大切にしていること
　私は「人生で経験することは，何１
つ無駄になることはない」と思って
います．結婚してから習っていた革
工芸も，今何10年もの時を経て，す
てあーずで活かされています．自分
の経験がお役に立てることを，とて
も幸せに感じています．仕事を辞め
たことをきっかけに，いろいろな地
域活動に参加するようになり，すて
あーずでも「活動的ですね」と言われ
ています．忙しくても，気持ちや考え
を１つ１つ切り替えて行動すること
を意識しながら，今という時間を大
切にしています．年を重ねても「教養」

「教育」は大切ですが，私にとっては，

今日する用事「今
きょうよう

日用」と今日行くと
ころ「今

きょういく

日行」があることが元気の源
です．１つ１つの活動を長く続けた
いと思うからこそ，足場は歩いて通
えるところというのが，ポイントの
１つ．これからも，今関わっている人
や活動を大切にしながら，社会と接
点を持てる「今日用」「今日行」を楽
しんでいきたいと思っています．

すてあーずからひと言！
　リサイクルショップすてあーずの
２階は，工房になっています．後藤
さんはそこに，週１日くらいのペー
スで来てくださっています．地域と
の接点をたくさん持ち，毎日を充実
して過ごしている後藤さん，ほんと
うに素敵な方です．後藤さんに革工
芸の基本を改めて教えてもらいなが
ら，製品の質を上げているすてあー
ず．革小物のオーダーメイド，是非
ご相談ください！　（記　宗野　文） 

革製品大好評発売中！
カードケース1,000

円～，

小銭入れ1,000円～，

革しおり400円～，

動物ストラップ400

円～
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インフォメーション

公益

まごころ
まんじゅう

さいたま市中央区本町東 5-9-7
Tel. 048-857-2783 Fax. 048-857-2769

埼玉県産小麦粉を使用 手づくり

募集
☆作品展示したい方
☆雑貨販売したい方
☆貸しスペースあります

営業時間　月~土　10.00-17.00
さいたま市大宮区天沼町 1-136-2

詳細は ☎ 048-657-0202

スーパーバリュー
　大宮天沼店

喫茶ルポーズ大宮駅

天沼１丁目
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見沼区障害者生活支援センターやどかり  電話；０４８－６８２－１１０１ 
大宮区障害者生活支援センターやどかり  電話；０４８－７９５－４７２０ 
浦和区障害者生活支援センターやどかり  電話；０４８－７９３－６３７３ 

事務用封筒・名刺・軽オフ印刷のことなら

やどかり印刷

さいたま市見沼区染谷 1177-4
Tel 048-680-1893　Fax 048-680-1894

あなたの街の印刷屋さん

~精神障害のある方、そのご家族の地域の相談機関です～

自分史や自伝を

　　本として残しませんか？

出版のプロが安心と信頼の技術を提供・サポートします

やどかり出版 さいたま市見沼区染谷1177-4
Tel. 048-680-1891   Fax. 048-680-1894

新刊案内　

やどかりブックレット・障害者からのメッセージ・21

私が選んだ働き方
企業就労した人たちの経験

やどかりブックレット編集委員会　編
阪井　宏一　野口　智子　他　著
2013年１月
定価840円
やどかり出版
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